
度࠰成ᲭᲪ 府立加悦谷高等学校 学校経営計ဒᲢǹǯȸȫマネǸメントプȩンᲣᲢ計ဒ段階Უ

学校経営方針Ტ中期経営目標Უ 前 ࠰ 度 Ʒ 成 果 Ʊ 課 題 本࠰度学校経営Ʒ点Ტ短期経営目標Უ

Ƃ成果ƃ
Ძ 生徒一人一人Ʒ可能性を伸ƹしŴ希望ᡶ Ძ ƖǊ細Ɣい指ݰƴǑǓŴ就職Ƹ1画画％決定 Ძ 学力向上
路Ʒ実現を図ǔƱƱǋƴŴ社会ƴ貢献ưƖ しŴᡶ学Ƹ国公立大Ʒ合格Ƹ1名ưあƬたƕŴ 一人一人ƴƖǊ細ƔƳ指ݰを展開しŴ基礎学力及び
ǔ人材Ʒ育成 私大を含Ǌ難関校ƴǋ合格者を出すƜƱƕư ǑǓ発展的Ƴ確ƔƳ学力を身ƴƭƚさせǔƱƱǋƴŴ

Ɩたŵ 探究的Ƴ学習をݰ入しŴ主体的ƴ学ぶ姿勢を育成すǔŵ
Წ ž地域Ʒ学校ſƱしƯŴ信託Ʊ期待ƴ応
えうǔ学校ƮくǓ Წ 隔ᡵ土曜授業を行うƜƱư日Ƹ6限授業Ʊ

しŴ放課後ƴ自主活動Ʒ時間を確保すǔƜƱ Წ 学校行事ȷ部活動Ʒ充実
Ჭ 生徒Ŵ自ǒƕƭくǔž安心ȷ安全ſƳ学 ƕưƖたŵ メȪハȪƷあǔ教育を展開しŴ日Ʒ放課後を有効
校ƮくǓ ƴ活用させǔŵ生徒会活動や部活動ƳƲ自主活動Ʒ一

Ჭ ウエǤトȪȕテǣンǰ部Ʊ書道部ƕ全国大 層Ʒ充実を図ǔŵ
会ƴ出場したŵそƷ他Ʒ部活動ǋŴ陸上競技
部Ʒ近畿大会出場ƳƲŴ部員数Ƹ少Ƴいƕ活
発ƴ活動したŵ Ჭ ボȩンテǣǢȷ地域貢献

ボȩンテǣǢ活動を積極的ƴ行うƱƱǋƴŴž出前授
Ხ 京都ȕロンテǣǢ校Ʒ取組Ŵ文化歴史推ᡶ 業ſžƖǋƷ着付ƚ教室ſƳƲ地域やＰＴＡƱ連携した
校Ʒ取組ŴオȪンȔッǯパȩȪンȔッǯ教育 取組を充実させŴ地域ƴ貢献し信頼さǕǔ学校を目指
Ʒ取組や地域ǤベントへƷ出演Ŵ出前授業Ŵ すŵ
中学校へƷ学習支援Ŵ福祉施設ボȩンテǣݱ
ǢƳƲŴ地域を活性化すǔƜƱƴ貢献ưƖたŵ

Ხ 広報Ʒ充実ȷ入学希望者Ʒ増加
Ჯ 学校評価ưž本校ƴ入学しƯ良ƔƬたſƱ 本校Ʒ取組をあǒゆǔ機会を活用しƯ発信しŴ入学
答えた生徒ƕᲲᲫ％Ŵž本校ƴ子供を入学させ 希望者Ʒ増加ƴƭƳƛǔŵ
Ư良ƔƬたſƱ答えた保護者ƕᲳᲪ％Ʊ本校
教育ƴ高い満足度を得Ưいǔŵ

Ჯ 学舎制ƴ向ƚた魅力的Ƴ教育内容Ʒ検討
Ჰ 学校Ʒ魅力化ƴ向ƚた取組Ʒ中ưŴ与謝 フピ࠰度ƴǹǿȸトすǔ学舎制ƴ向ƚŴݱ規模校Ʒ特
ထƱƷ連携ƕ大Ɩく前ᡶしたŵ 性を生Ɣした内容Ŵ入学すǔ生徒ƕ広い視をǋち大

Ɩく成長ưƖǔ内容Ŵ学校Ʊ地域ƕƱǋƴ発展すǔ内
Ƃ課題ƃ 容を検討しŴ学舎制ݰ入後Ʒ魅力的Ƴ教育内容を練Ǔ
Ძ 学力向上Ʊ一人一人Ʒ希望ᡶ路実現 上ƛǔŵ
Წ 探究学習ƴǑǓŴ思考力ȷ判断力ȷ表現力
ƳƲ問題を解決ƴݰく力Ʒ育成

Ჭ 規範意識Ʒ更Ƴǔ高揚
Ხ 部活動Ʒ更Ƴǔ活性化
Ჯ ボȩンテǣǢ活動を含Ǌ地域貢献Ʒ推ᡶ
Ჰ 広報を強化Ʊ入学希望者Ʒ増加
Ჱ 学舎化を視ƴ入Ǖた魅力Ʒ強化



評価領域 項目㸦㔜点目標㸧 具 体 的 方 策 評 価 成 果  課 題

地域創生推㐍校ࠊ࡚ࡋ地域ࡢ活力貢献ࡿࡍ事業を展開ࠋࡿࡍ
さࠊࡽ加悦高魅力化コ࣮ࢹネ࣮タ࣮ࡢ連携を図ࠊࡾ地域ࡢ
学校ࡢ࡚ࡋ魅力あࡿ学校࡙くࡾを推㐍ࠋࡿࡍ

学校ࡢ特色化 ７限実施ࡾࡼ学力保障をࡿࡍ共ࠊ部活動ࡢ活性化を図ࠋࡿ

࡚ࡌを通࡞学校説明会࣭ࢪ࣮࣌ム࣮࣍レタ࣮࣭公式ࢫュ࣮ࢽ
組織࣭運営 ᮏ校ࡢ魅力を発信ࠊࡋ入学希望者を増加させࠋࡿ

指導体制ࡢ強化 部長会議等を充実させࠊ各分掌間ࡢ情報共有を図ࠊࡾࡼࡇࡿ
いࡵࡌや問題事象ࡢ早期発見ࠊ早期対応繋ࠋࡿࡆ

学舎制を視㔝入ࢀ ᮏ校ࡢ特色を活ࡽࡀ࡞ࡋ学舎制へࡢ移行を検討ࠋࡿࡍ学舎制
構築ࡢࡳ組ࡾ取ࡓ ࠋࡿ共通認識を図ࡢ教職員ࠊࡋを構築ࡳ組ࡾ取ࡿ࡞可能ࡾࡼ

授業ンケ࣮ࢺ等を参考ࡽࡀ࡞ࡋ授業内容を研究ࠊࡋ教員ࡢ
資質能力を向上させࡿ共ࠊ生徒ࠕ授業ࡀ解ࠖࡿ喜びを実感

学力向上 させࠋࡿ

学習指導 㐌ᮎ課題࣭校内コンࢺࢫࢸ等ࠊࡾࡼ学習対ࡿࡍモチࢩ࣮࣋
࣭ ョンを向上させࠊ主体的学習ࡿࡍ習慣を身ࡅࡘさせࠋࡿ

㐍路指導
補講࣭模擬面接࣭個別指導࣭生徒一人一人ࡢ㐍路検討会等ࡵࡁ

希望㐍路ࡢ実現
細い指導を行いࠊ就職希望者100ࡢ％内定大学合格率向上を達
成ࠋࡿࡍ

あࡽゆࡿ機会を通ࠊ࡚ࡌあいさࡘや身ࡳ࡞ࡋࡔをࡵࡌࡣマ࣮ࢼ
規範意識ࡢ向上

ࠋࡿࡵ努ᮍ然防止ࡢ問題行動ࠊ㔜要性を理解させࡢ

主権者教育を含ࠊࡵ社会ࡢ構成員ࡢ࡚ࡋ意識を高ࡶࡿࡵ
生徒指導 活動を充実ࢸラン࣎生徒会活動やࠊさせࡅࡘ自主性を身

自主活動ࡢ活性化 させࠋࡿ

部活動加入率増加向ࡓࡅ取ࡾ組ࡳを充実させࡿ共ࠊ全国大
会や近畿大会࡞上位ࡢ大会出場ࡿࡍ選手を育࡚ࠊ活気ࡢあࡿ
学校ࠋࡿࡍ

日々ࡢ清掃活動や定期的࡞安全点検を通ࠊ࡚ࡌ安全࡛落ࡕ着い
教育環境ࡢ整備

࡚学習࡛ࡿࡁ環境を整備ࠋࡿࡍ
健康࣭安全

教員間࣭分掌間ࡢ連携を密ࠊࡓࡲࠊࡋ関係機関や保護者ࡢ
教育相談 連携ࡶ図ࠊࡽࡀ࡞ࡾ支援を要ࡿࡍ生徒対ࠊࡋ迅㏿࡛ࡵࡁ細い

手立࡚を行うࠋ


